
     

 

 ２０２３   年  ４ 月  １１ 日 

2022年度「多摩地域市民活動公募助成」事業実施報告書 

団体名 特定非営利活動法人八王子チャイルドライン                        

代表者・役職名 氏名 木村 真実               

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 
2022年 受け手ボランティア養成講座 

２．団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 

 
 
 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 
2020年からコロナウイルスの流行で子どもの人間関係が希薄になっています。電話からも親との関係悪化や友

人との交流のなさが見えてきます。孤立する子どもはそれでも人と繋がりたいとチャイルドラインにかけてきます。

そういう子どもの話を受け止め聴いていくことが求められています。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 
電話を受ける人を養成する講座です。2022年 9月から１２月まで全 12回の講義とワークショップとロールプレー

をおこないます。公開講座は zoom と併用して子どもの権利、性について、発達障害、遊びの中で育つ子どもの

姿、アサーション等を行います。ワークは自分を知るためのグループワークと電話を受けるためのロールプレー。

養成講座は 12月まで、翌年 1月に電話に出るための直前研修を行います。 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生まれ

た直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 
2022年の受け手養成研修で新しい受け手が 5人増えました。Zoom併用で公開講座の参加者は延べ９０名あり、

社会に広くアッピール出来て公開講座の内容の理解が深まった。現在の受け手も研修に参加し新たな学びにつ

ながった。八王子チャイルドラインの理念を改めて確認し共有する上でも、スキルアップのうえでも意義があり、今

後の事業に生かしていけます。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 
このような精神的に努力を要するボランティアに今回は意欲のある方が集まった。社会に閉塞感、孤独、孤立が

蔓延する状況に問題意識を持つ人がいることに希望を感じます。多くの子どもが生きづらさを抱えていることを、

何とかできないかと悩む大人がいるということです。私たちはそういう方たちと手を結んでいきたいです。 

７．参考資料：プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等の現物またはコピー、活動
状況の写真などを、“必ず”、別途、ご提供くださ

  

2000年 5月全国子どもの日チャイルドラインに参加し常設に向けて準備する。 

2001年 5月全国子ども日チャイルドラインに八王子チャイルドラインとして参加する。 

2002年 3月八王子チャイルドライン設立、週 2回に常設開始、8月ＮＰO法人の認可 



     

 

 






